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「
相
良
知
安
先
生
記
念
碑
」
（
東
大
附
属
病
院
構
内
）
移
転
を
慶
ぶ

相
良　

隆
弘

郷
土
佐
賀
出
身
で
明
治
初
期
、
我
が
国
へ
ド
イ
ツ
医
学
を
導
入
し
、

第
一
大
学
区
医
学
校
長
（
現
在
の
東
大
医
学
部
）
と
し
て
、
近
代
医
学

制
度
確
立
に
貢
献
し
た
佐
賀
藩
医
相
良
知
安
（
一
八
三
六
年
〜
一
九
〇

六
年
）
は
、
筆
者
の
四
代
前
の
先
祖
に
あ
た
り
ま
す
。

日
本
医
学
界
の
先
覚
者
で
あ
る
知
安
の
功
績
を
顕
彰
す
る
気
運
が
、

在
京
県
人
の
医
師
か
ら
高
ま
り
、
昭
和
十
年
に
記
念
碑
建
設
募
金
が
、

全
国
の
医
師
等
を
対
象
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

発
起
人
に
は
、
大
隈
信
幸
侯
爵
、
鍋
島
直
映
男
爵
・
武
藤
元
帥
・
眞

崎
大
将
ら
佐
賀
県
出
身
者
、
及
び
親
友
の
石
黒
忠
眞
博
士
や
長
与
東
大

総
長
・
入
澤
達
吉
東
大
名
誉
教
授
・
女
医
の
吉
岡
弥
生
な
ど
百
余
名
が

名
を
連
ね
、
建
設
費
は
三
千
円
で
し
た
。
場
所
は
、
東
京
帝
国
大
学
医

学
部
構
内
の
池
之
端
門
側
の
、
上
野
不
忍
池
を
臨
む
高
台
に
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

知
安
は
上
野
公
園
一
帯
を
医
学
校
と
病
院
に
す
る
構
想
を
抱
い
て
ま

し
た
が
、
恩
師
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
「
照
葉
樹
林
の
す
ば
ら
し
さ
に
、
公

園
と
し
て
残
す
よ
う
に
」
と
の
助
言
か
ら
、
代
替
地
を
旧
加
賀
藩
屋
敷

跡
で
あ
る
、
現
在
の
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
決
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
七

十
二
年
後
の
現
在
の
記
念
碑
は
、
周
辺
に
看
護
宿
舎
や
医
学
部
の
建
物

が
次
々
に
建
設
さ
れ
、
人
目
に
付
か
な
い
樹
木
に
隠
れ
る
場
所
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

過
去
に
郷
土
佐
賀
か
ら
記
念
碑
を
見
学
に
来
た
人
達
は
、「
東
大
構

内
の
記
念
碑
を
探
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
学
生
や
職
員
に
聞
い
て
も
誰

も
知
ら
な
か
っ
た
」
と
嘆
い
て
い
ま
し
た
。
東
大
医
学
部
・
附
属
病
院

は
、
平
成
二
十
年
に
創
立
百
五
十
年
を
迎
え
ま
す
。
東
大
医
学
部
の
創

立
は
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
幕
府
「
種
痘
所
」
が
、
東
京
神
田

お
玉
ヶ
池
に
設
置
さ
れ
た
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
大
は
、
過
去
節
目

の
記
念
の
年
に
は
、
記
念
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
知
安
の
子
孫
及

び
記
念
碑
の
現
状
を
杞
憂
す
る
関
係
者
が
、
記
念
事
業
と
し
て
是
非
、

消　

息

相良知安（1836–1906年）
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記
念
碑
の
人
目
に
付
く
場
所
へ
の
移
転
を
東
大
病
院
へ
請
願
し
て
い
ま

し
た
。
今
回
そ
の
努
力
が
実
り
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
東
大
附
属

病
院
の
入
院
棟
玄
関
前
の
、
緑
の
一
角
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
移
転
場

所
の
近
く
に
は
、
森
鴎
外
の
作
品
『
雁
』
の
舞
台
と
な
る
、
文
京
区
本

郷
の
有
名
な
無
縁
坂
が
あ
り
ま
す
。
藤
棚
の
前
の
植
え
込
み
に
移
転
さ

れ
た
記
念
碑
は
、
緑
の
多
い
一
角
の
好
位
置
で
、
玄
関
前
の
人
通
り
が

多
い
人
目
に
付
く
陽
の
当
た
る
場
所
と
な
り
、
永
井
東
大
前
病
院
長
と

病
院
当
局
の
英
断
に
、
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

さ
ら
に
平
成
十
八
年
に
は
、
知
安
没
後
百
年
を
迎
え
ま
し
た
の
で
、

記
念
碑
移
転
は
重
ね
て
の
慶
事
と
な
り
ま
し
た
。
幕
末
・
維
新
期
に
活

躍
し
た
郷
土
佐
賀
出
身
の
先
達
で
、
東
京
大
学
構
内
に
顕
彰
碑
が
存
在

す
る
の
は
、
相
良
知
安
の
み
で
す
。

移転された記念碑と筆者（平成 19年 6月）

「相良知安先生記念碑」落成式（昭和 10年 12月）
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東
大
医
学
部
の
基
礎
を
創
っ
た
相
良
知
安
は
、
現
代
医
学
の
発
展
を

静
か
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
も
上
京
さ
れ
た
際
に
は
、
是
非
東
大
の
相
良
知
安
記
念

碑
を
見
学
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

郷
土
佐
賀
か
ら
知
安
の
よ
う
な
強
い
信
念
を
持
っ
た
人
物
を
輩
出
し

た
こ
と
に
、
筆
者
は
誇
り
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
知
安
の
業
績
を
広
く

県
内
外
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
子
孫
と
し
て
の
筆
者
の
使
命
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

（
所
属
）
佐
賀
県
白
石
町
立
六
角
小
学
校

日
本
医
史
学
会
・
神
奈
川
地
方
会
九
月
合
同
例
会

平
成
十
九
年
九
月
二
十
九
日
（
土
）

鶴
見
大
学
歯
学
部
三
号
館
二
階
三―
四
講
堂

一
．
忍
性
の
社
会
的
医
療
活
動 

杉
田
暉
道

二
、
明
治
期
の
精
神
科
看
護
の
姿
勢

〜
四
冊
の
看
護
書
か
ら
〜 

澤
田
恵
子

平
成
十
九
年
十
月
例
会 

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
十
号
館
二
階
二
〇
二
号
室

一
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
鍼
灸
医
学

―

そ
の
思
想
の
沿
革―

 

ヴ
ィ
グ
ル
・
マ
テ
ィ
ア
ス

二
、
貝
原
益
軒
未
公
開
『
用
薬
日
記
』
の
養
生
処
方 

山
崎
光
夫

平
成
十
九
年
十
一
月
例
会 

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
四
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
階
八
番
教
室

一
、
風
土
病
マ
ラ
リ
ア
と
の
闘
い

―

第
二
次
大
戦
後
の
滋
賀
県
彦
根
市―

 

田
中
誠
二

二
、
日
本
に
お
け
る
看
護
継
続
教
育
の
推
移
と
そ
の
特
質

高
橋
み
や
子

日
本
医
史
学
会
・
日
本
薬
史
学
会
・
日
本
獣
医
史
学
会
・
日
本
歯
科
医

史
学
会
・
日
本
看
護
歴
史
学
会
　

十
二
月
合
同
例
会

平
成
十
九
年
十
二
月
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
階
八
番
教
室

一
、
明
治
二
十
八
年
に
翻
訳
出
版
さ
れ
た
ビ
ル
ロ
ー
ト
の
看
護
書
に
つ

い
て 

平
尾
真
智
子

二
、
薬
事
衛
生
の
歴
史
的
変
遷
と
薬
学
教
育
六
年
制
改
革
の
開
始

宮
本
法
子

三
、
猫
エ
イ
ズ
（
Ｆ
Ｉ
Ｖ
）
の
歴
史 

石
田
卓
夫

四
、
歯
科
治
療
と
麻
酔
の
歴
史―

絵
画
を
中
心
に―

 

別
部
智
司

五
、
魯
迅
が｢

藤
野
先
生｣

に
書
か
な
か
っ
た
こ
と 

坂
井
建
雄

例
会
記
録


